
21
項
目
を
要
望

江
津
市
が
島
根
県
へ
要
望

す
る
重
点
要
望
は
、
昨
年
度

の
23
項
目
か
ら
21
項
目
へ
と

減
少
し
、
う
ち
20
項
目
は
引

き
続
い
て
の
要
望
で
す
。

重
点
要
望
は
、
江
津
市
と

し
て
島
根
県
に
対
し
て
、
予

算
編
成
上
で
最
重
要
と
認
識

し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
市

民
か
ら
の
要
望
に
基
づ
い
て
、

財
政
支
援
や
技
術
支
援
・
促

進
・
継
続
・
整
備
・
見
直
し

を
求
め
ま
す
。
今
回
の
要
望

で
は
、
新
た
に
挙
げ
ら
れ
た

も
の
と
し
て
「
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
今
後
の
支
援
」
が
あ

り
ま
す
（
左
表
太
字
項
目
）
。

こ
れ
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
よ
る
学
校
の
教
育
環

境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

教
育
委
員
会
や
現
場
の
教
職

員
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
予

算
の
拡
大
を
求
め
る
も
の
で

す
。一

方
で
、
前
回
の
重
点
要

望
に
あ
っ
た
「
高
速
通
信
網

整
備
へ
の
支
援
」
「
ワ
ー
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
津
へ
の
人

材
配
置
支
援
」
「
県
営
住
宅

（
仮
称
）
第
二
江
津
中
央
団

地
の
早
期
整
備
」
は
目
的
を

果
た
し
た
た
め
、
削
除
さ
れ

ま
し
た
。

た
だ
、
市
議
会
３
月
定
例

会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
や
コ
ロ
ナ
差
別
の

防
止
、
地
方
創
生
・
人
口
減

少
へ
の
対
応
が
弱
い
と
の
議

論
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
生
活

交
通
・
子
育
て
支
援
・
観
光

支
援
・
６
次
産
業
化
を
含
め

た
農
業
振
興
・
上
下
水
道
支

援
、
公
共
施
設
の
解
体
補
助

な
ど
、
江
津
市
の
抱
え
る
課

題
も
あ
り
ま
す
が
、
重
点
要

望
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。土

木
で
の
変
更
箇
所

重
点
要
望
の
う
ち
、
土
木

建
設
分
野
の
以
下
の
６
項
目

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
目
的

を
果
た
し
た
も
の
・
新
た
に

求
め
る
も
の
で
、
細
か
な
部

分
が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９
海
岸
保
全
事
業

削
除

▼
塩
田
地
区
海
岸
で
の
浅
利

漁
港
区
域
隣
接
地
の
事
業
促

進▼
神
主
・
敬
川
地
区
に
お
け

る
汀
線
復
活
状
況
の
経
過
観

測13
道
路
整
備
の
事
業
化

削
除

▼
和
木
敬
川
海
岸
線
（
産
業

道
路
）
の
県
代
行
工
事
に
よ

る
事
業
化
並
び
に
県
道
認
定

▼
一
般
県
道
大
田
井
田
江
津

線
（
都
治
２
工
区
）
の
道
路

整
備
計
画
策
定
お
よ
び
早
期

事
業
着
手

14
道
路
整
備
の
事
業
促
進

新
規

▽
一
般
県
道
大
田
井
田
江
津

線
（
都
治
２
工
区
）
の
早
期

完
成

削
除

▼
一
般
県
道
江
津
港
線
（
江

津
２
工
区
）
の
早
期
全
線
完

成▼
主
要
地
方
道
田
所
国
府
線

（
有
福
温
泉
工
区
）
の
早
期

完
成

15
治
水
対
策
の
事
業
促
進

新
規

▽
二
宮
町
の
枕
の
滝
川
・
宮

の
谷
川
の
河
川
改
修
の
早
期

完
成

16
港
湾
施
設
の
整
備

削
除

▼
江
津
港
郷
田
地
区
で
の
導

流
堤
の
再
整
備
と
波
浪
時
に

お
け
る
航
路
の
確
保

18
砂
防
施
設
の
整
備
促
進

新
規

▽
浅
利
町
の
荒
磯
川
の
砂
防

施
設
整
備
事
業
の
早
期
完
成

削
除

▼
跡
市
町
の
エ
ビ
ス
谷
川
の

砂
防
施
設
整
備
事
業
の
早
期

完
成

コ
ロ
ナ
禍
対
策
の

要
望
も
必
要
で
は
？

現
状
で
の
最
重
要
課
題
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

で
す
。
重
点
要
望
は
来
年
度

で
の
対
応
を
求
め
る
も
の
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
内

に
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
・
終
息

し
な
い
可
能
性
も
あ
り
、
感

染
し
た
場
合
の
隔
離
と
補
償
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
取
り
組
み
、

予
防
の
た
め
の
大
規
模
な
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
、
医
療
体

制
の
保
持
、
経
営
へ
の
支
援

な
ど
、
今
年
度
で
の
対
応
も

含
め
て
、
島
根
県
へ
有
効
な

施
策
を
求
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
・
対
応

が
注
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
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２０２１年４月１８日

森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

江
津
市
と
し
て
島
根
県
に
望
む
こ
と

２
０
２
２
年
度
（
令
和
４
年
度
）
重
点
要
望
事
項

江
津
市
は
新
年
度
ご
と
に
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
度
の
予
算

編
成
に
つ
い
て
、
島
根
県
へ
重
点
要
望
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

３
月
17
日
の
江
津
市
議
会
情
報
交
換
会
で
は
、
２
０
２
２
年

度
へ
の
重
点
要
望
項
目
（
予
定
）
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

２０２２年度の重点要望事項

1 地域医療の確立に向けた医療提供体制の維持・確保

2 江津工業団地未整備地の造成

3 山陰道、福光浅利道路の早期開通

4 江の川水系八戸川流域河川整備計画に基づいた早期着手

5 米軍機による低空飛行訓練の中止

6 外国人の受け入れに向けた環境整備

7 ㈲邑智ビッグファームからの汚水流出防止

8 農道等の整備

9 海岸保全事業

10 治山事業の一層の推進と予算の確保

11 石州瓦業界に体する県支援の継続

12 道路施設点検のおける技術支援

13 道路整備の事業化

14 道路整備の事業促進

15 治水対策の事業促進

16 港湾施設の整備

17 砂防施設の事業化

18 砂防施設の整備促進

19 学校施設整備に係る財政支援の拡充

20 統合型校務支援システムの導入促進と財政支援

21 教育ＩＣＴ環境の今後の支援



反
対
意
見
は
「
中
小
企
業

へ
の
支
援
」
を
無
視

請
願
し
た
の
は
島
根
県
労
働

組
合
総
連
合
。
請
願
書
と
あ
わ

せ
て
提
示
さ
れ
た
意
見
書
案
で

は
①
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
以

上
を
め
ざ
す
こ
と
、
②
最
低
賃

金
を
全
国
一
律
の
制
度
に
す
る

こ
と
、
③
最
低
賃
金
を
引
き
上

げ
つ
つ
も
経
営
を
継
続
で
き
る

よ
う
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
を

最
大
限
拡
充
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
し
た
。

請
願
へ
の
討
論
で
、
日
本
共

産
党
江
津
市
議
団
の
多
田
伸
治

市
議
は
「
若
い
世
代
の
人
口
流

出
を
止
め
、
地
方
で
も
当
た
り

前
に
暮
ら
せ
る
状
況
を
つ
く
る

た
め
に
、
都
市
と
地
方
の
格
差

を
解
消
し
、
賃
金
水
準
を
上
げ

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
前
提
と
し
て
中
小
企

業
へ
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、

意
見
書
案
は
そ
の
点
を
強
調
し

て
い
る
の
に
、
請
願
へ
の
反
対

意
見
で
は
そ
れ
が
無
視
さ
れ
て

い
る
と
指
摘
。
不
況
や
コ
ロ
ナ

禍
へ
の
対
策
と
し
て
、
最
低
賃

金
の
改
善
と
中
小
企
業
へ
の
支

援
は
有
効
と
賛
成
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

一
方
、
新
政
ク
ラ
ブ
の
坂
手

洋
介
市
議
は
、
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
に
つ
い
て
評
価
し
つ
つ

も
、
全
国
一
律
で
の
是
正
や
引

き
上
げ
に
よ
り
、
雇
用
が
失
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
触

れ
、
雇
用
調
整
助
成
金
や
持
続

化
応
援
金
で
支
援
を
受
け
て
い

る
中
小
企
業
に
と
っ
て
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
雇
用
の

確
保
が
最
優
先
と
し
て
、
請
願

に
反
対
し
ま
し
た
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

採
決
で
は
、
賛
成
４
人
・
反

対
10
人
と
な
り
、
請
願
は
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

非
核
平
和
・
男
女
共
同
参

画
の
看
板
設
置
を
不
採
択

陳
情
し
た
の
は
新
日
本
婦
人

の
会
江
津
支
部
。
５
月
６
日
開

庁
予
定
の
新
庁
舎
に
『
非
核
平

和
宣
言
都
市
』
『
男
女
共
同
参

画
宣
言
都
市
』
の
常
設
看
板
を

設
置
す
る
よ
う
、
市
議
会
の
決

議
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

陳
情
へ
の
賛
成
討
論
を
行
っ

た
日
本
共
産
党
江
津
市
議
団
の

森
川
よ
し
ひ
で
市
議
は
、
『
非

核
平
和
宣
言
』
が
、
平
和
を
求

め
る
普
遍
的
な
市
民
の
願
い
で

あ
る
と
と
も
に
、
１
９
８
４
年

に
議
決
し
た
当
時
の
江
津
市
議

会
の
歴
史
的
先
見
性
を
示
し
て

い
る
こ
と
、
『
男
女
共
同
参
画

宣
言
』
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

と
い
う
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
と
課
題
を
示
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
。
新
庁
舎
に
は

看
板
を
設
置
す
る
敷
地
が
十
分

に
あ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

日
常
的
に
意
識
し
、
目
標
達
成

で
き
る
よ
う
、
２
つ

の
指
針
を
常
に
掲
げ

る
看
板
を
設
置
す
べ

き
と
述
べ
ま
し
た
。

一
方
で
、
政
友
ク

ラ
ブ
の
山
根
兼
三
郎

市
議
は
、
現
庁
舎
で

は
横
断
幕
や
の
ぼ
り
旗
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
た
市
民
へ
の
広

告
・
啓
発
を
、
新
庁
舎
で
は
市

道
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
線
に
面

し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示
灯
で
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
、
常
設
看
板
の
設
置
に
反

対
す
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

採
決
で
は
、
賛
成
４
人
・
反

対
10
人
と
な
り
、
陳
情
は
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。
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３
月
定
例
会
で
は
右
の
記
事

に
あ
る
通
り
、
請
願
と
陳
情
が

審
査
さ
れ
、
ど
ち
ら
も
不
採
択

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結

果
は
不
本
意
な
も
の
で
す
が
、

審
査
に
お
い
て
も
不
快
な
や
り

取
り
が
あ
り
ま
し
た
。

最
低
賃
金
の
改
善
を
求
め
る

請
願
を
審
査
し
た
建
設
経
済
委

員
会
で
は
、
請
願
書
に
添
付
さ

れ
た
意
見
書
案
が
、
賃
金
改
善

を
可
能
に
す
る
だ
け
の
中
小
企

業
へ
の
支
援
も
求
め
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
最
低
賃
金
を
上

げ
れ
ば
、
中
小
企
業
の
経
営
が

厳
し
く
な
り
、
雇
用
が
失
わ
れ

る
と
の
反
対
意
見
が
述
べ
ら
れ
、

本
会
議
で
も
同
様
の
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
意
見
書
案
は
全

て
の
議
員
に
配
布
さ
れ
れ
て
い

ま
し
た
。
請
願
者
が
わ
ざ
わ
ざ

作
成
し
た
文
書
を
ち
ゃ
ん
と
読

ん
で
き
て
い
た
の
か
と
、
情
け

な
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
『
非
核
平
和
宣
言
都

市
』
『
男
女
共
同
参
画
宣
言
都

市
』
の
常
設
看
板
の
設
置
を
求

め
る
陳
情
を
審
査
し
た
総
務
民

生
委
員
会
で
は
、
「
新
庁
舎
に

設
置
で
き
る
場
所
は
あ
る
の
か
」

と
の
質
疑
に
、
市
執
行
部
か
ら

「
災
害
時
も
含
め
て
、
新
庁
舎

周
辺
は
人
の
動
線
が
明
確
で
は

な
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
、
そ

れ
を
も
と
に
「
動
線
が
明
確
で

な
い
状
況
で
、
設
置
を
決
め
る

べ
き
で
は
な
い
」
と
反
対
意
見

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
庁
舎
は
災
害
対

応
を
目
的
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、

災
害
時
の
動
線
が
不
明
で
は
お

粗
末
に
過
ぎ
ま
す
。
後
日
改
め

て
担
当
者
に
認
識
を
問
う
と

「
市
民
が
通
行
す
る
場
所
へ
看

板
を
設
置
す
る
と
、
動
線
が
読

め
な
く
な
る
」
と
言
い
出
し
ま

し
た
。
ま
た
、
設
置
に
は
景
観

と
し
て
も
問
題
が
あ
る
と
も
。

こ
の
言
い
様
は
陳
情
者
を
愚

弄
す
る
も
の
で
す
。
常
識
的
に

考
え
て
、
設
置
は
新
庁
舎
周
辺

の
緑
地
帯
が
適
地
で
す
し
、
陳

情
者
も
通
行
に
支
障
と
な
る
設

置
を
求
め
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ

ん
。
市
執
行
部
の
認
識
で
は
、

陳
情
者
が
通
路
の
真
ん
中
に
看

板
を
立
て
る
よ
う
求
め
て
い
る

と
で
も
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。

加
え
て
、
景
観
に
つ
い
て
も

周
囲
に
マ
ッ
チ
し
た
デ
ザ
イ
ン

を
募
集
す
れ
ば
済
む
話
で
す
。

市
内
の
児
童
・
生
徒
も
含
め
て

コ
ン
ペ
を
実
施
す
れ
ば
、
非
核

平
和
や
男
女
共
同
参
画
と
合
せ

て
、
都
市
景
観
に
つ
い
て
の
啓

発
も
進
む
は
ず
で
す
。

市
議
会
・
市
執
行
部
と
も
に
、

請
願
・
陳
情
へ
の
誠
意
に
欠
け

た
態
度
を
改
め
る
べ
き
で
す
。

市
議
会
議
員

多
田
伸
治

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（
敬
称
略
）

請

願

と

陳

情

へ

の

誠

意

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
」
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

14
日

12
日

12
日

７
日

村

田

春

樹

佐

々

木

美

和

子

佐

々

木

サ

カ

ヨ

中

元

ヤ

ス

（
85
）

（
96
）

（
95
）

（
101
）

渡

津

町

嘉

久

志

町

和

木

町

和

木

町

江
津
市
議
会
３
月
定
例
会
に
は
、
請
願
・
陳
情
が
そ
れ

ぞ
れ
１
件
ず
つ
提
出
さ
れ
て
お
り
、
最
終
日
と
な
っ
た
３

月
19
日
の
本
会
議
で
討
論
と
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

『
非
核
平
和
宣
言
都
市
』
『
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
』

の
常
設
看
板
の
設
置
を
決
議
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

現
庁
舎
前
の
看
板
（
３
面
が
２
基
）

に
比
べ
て
、
新
庁
舎
前
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

表
示
灯
は
か
な
り
小
さ
く
、
表
裏

の
２
面
し
か
表
示
で
き
な
い
。


